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コホート研究による生命予後に影響を及ぼす

日常生活習慣要因の検討

森岡 聖次

　日常生活習慣が，総死亡率に及ぼす影響を検討するために，和歌山県下の町村に3コホートを設定し，設

定後6年間の死亡，転出を調査した。健康と日常生活習慣に関する125項目の自記式質問票を用いたベース

ライン調査を1988～90年に実施し，対象者の72％から回答が得られ，3,048人のコホート集団が設定された。

　6年間に，171人の死亡（男106人，女65人）と63人の転出（男20人，女43人）が観察された。生活習慣要

因別の人年法による6年間の総死亡率の観察では，Mantel-Haenszel法により年齢，既往歴，歩行，喫煙

（男），BMI（女）の調整を行うと，男女の歩行と女のBMIで有意差がみられた。1日30分以上歩行してい

る者に比べ30分未満の者では，有意に（p＜0.01）約2倍死亡率が高かった。女ではBMIが18未満と26以上

の者では，BMIが18以上から26未満の者に比較して2倍以上有意に（p＜0.001）死亡率が高かった。また

死亡数をコホート設定後1年目と2年目までを除いて検討しても，6年間の全死亡を用いた解析と全体の傾

向は同様であった。このことから本集団では，日常習慣的に歩行し，体重を適正に維持する者は，総死亡率

が低いことが示唆された。

　男の喫煙では，6年間の全死亡を用いた解析では死亡率比は1.4と有意ではなかったが，2年目以内の死亡

を除くと，有意に（p＜0.01）2倍死亡率が高くなっていた。疾病発症までの時間を考慮しても，喫煙が総死

亡率に影響を及ぼしている可能性が示唆された。
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